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■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席） ※議長（酒井圭治）は採決に加わりません

  中村 長岡 川崎 朝井 清水紀 金元 森山 清水憲 滝波 齋藤 上田 松川 楠
 承認第５号 賛 賛 賛 ー 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛
 議案第32号 賛 反 賛 ー 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛
 議案第33号 賛 賛 賛 ー 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛
 議案第34号 賛 賛 賛 ー 賛 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛

令和８年　第３回定例会報告令和８年　第３回定例会報告
　令和８年第３回定例会は、６月２日（火）から６月25日(木）に開催されました。審議された内容は、
次のとおりです。

※反対または退席があった議案だけ掲載しています。したがって、その他の議案等については全員賛成です。

軽自動車の環境性能割を廃止し、単に軽自動車税とする点では①温暖化防止への
施策を投げ捨てるもの。②その点では増税となることから反対する。

議案への賛成反対討論
承認第５号 　町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について

第３回定例会議案
議案第34号
令和８年度一般会計補正予算について
歳入歳出補正額　3億3779万1000円増額
永平寺支所改修工事実施設計業務1452万円
おうちで子育て応援事業768万円
未来に繋ぐふくいの農業応援事業補助金　3545万5000円等 可決
議案第35号
令和８年度介護保険特別会計補正予算について
歳入歳出補正額　264万1000円増額
介護給付費準備基金への積立　シニア元気フェスタ諸費用等 可決
議案第36号
令和８年度土地開発事業特別会計補正予算について
歳入歳出補正額　1014万9000円増額
土地開発事業特別会計に対する長期貸付金償還金 可決
議案第37号
令和８年度上水道事業会計補正予算について
収益的支出　1165万4000円 増額
資本的支出　4567万2000円 増額
デジタル専用線サービスへの移行に伴う通信設備の修繕
・重要管路耐震化工事詳細設計業務等 可決
議案第38号
令和８年度下水道事業会計補正予算について
収益的支出　2279万8000円増額
資本的支出　5154万5000円 減額
ウオーターPPP導入可能性調査業務・社会資本整備総合
交付金事業に係る減額等 可決
議案第39号
財産の取得について
LED照明器具　賃貸期間満了後の無償譲渡 可決
議案第40号
上志比中学校 校舎・ランチルーム棟屋上防水・外壁塗装
改修工事の請負契約締結について
契約金額　8039万2400円　契約相手方　株式会社市岡組 可決
議案第41号
財産の取得について
小中学校教育用タブレット端末購入　1,343台 可決
議案第42号
学校体育施設の開放に関する条例の制定について
学校教育に支障のない範囲で、町民に開放することに関
して必要な事項を定めた条例制定 可決
議案第43号
令和８年度一般会計補正予算について
歳入歳出 補正額　360万円増額
学校施設開放伴う空調設備使用時のガス料金の補正（小・中学校）等 可決

報告第１号
令和７年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
重点支援地方交付金事業等の30事業
15億709万3000円の繰越事業報告 報告
報告第２号
令和７年度下水道事業会計繰越計算書の報告について
公共桝設置事業
135万3000円の繰越事業報告 報告
承認第５号
町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について
軽自動車税環境性能割の廃止等に伴う、税条例の一部改正 承認
承認第６号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認について
町道における物損事故にかかる損害賠償 承認
承認第７号
令和７年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
2448万8000円増額
ふるさと納税運営事業業務委託料、広域入所施設片給付費等 承認
承認第８号
令和８年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
47万9000円増額　消防学校等教育入港負担金等 承認
承認第９号
令和８年度町立在宅診療所特別会計補正予算の専決
処分の承認について
1293万6000円増額　医療費返還金 承認
承認第10号
令和８年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
100万2000円増額
防災無線修繕　近助タクシー車両修繕等 承認
承認第11号
令和８年度一般会計補正予算の専決処分の承認について
461万1000円増額
松岡小学校給水ポンプ装置更新工事、消防団員被服費増額等 承認
議案第32号
永平寺町デイサービスセンター条例の一部を改正する条例の制定について
令和８年度に、松岡・永平寺・上志比デイサービスセンターを
運営する指定管理者を公募する事に関しての条例改正。
条例第７条第２項の指定管理者の選定基準を改正 可決
議案第33号
健康福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
健康福祉施設（永平寺温泉禅の里）の利用料金の上限額について、今後の
社会情勢の変化に伴う物価高騰等にも対応できるよう改正し、併せて、条例
第14条で指定管理者が設定する町外利用者の利用料金等を改定 可決

■お詫びと訂正：議会だより82号９ページに記載した内容に誤りがありましたのでお詫びして訂正いたします。
誤　議案第30号　契約金額597億5200万円 ➡ 正　契約金額5975万2000円
誤　議案第31号　契約金額721億6000万円 ➡ 正　契約金額7216万円

反対討論 金元　直栄

一般企業と社会福祉法人では事業目的が異なる事から一
般企業が指定管理すると利用者への介護サービスの低下
に繋がることも考えられる。社会福祉法人は地域福祉や
公益性を重視して、利用者個人への支援だけでなく、地
域とのつながりづくりや生活課題の把握、他機関との連
携など地域福祉の推進という役割を持つ事から条例の第
７条２項１の全文を削除する今回の改正には反対とす
る。

本改正に賛成する。
第一に、介護人材不足や利用者ニーズの多様化が進む
中、事業者の参入機会を広げることで、安定したサービ
ス提供体制の確保につなげる必要があると考える。ま
た、町が適切な指導監督を行い、利用者の安全確保と
サービスの質の維持に努めることが重要。

現在、町社会福祉協議会に指定管理者制度で委託してい
る３つのデイサービスセンターの指定管理者を公募する
条例の変更で、町で経験のある社会福祉法人から、広域
の株式会社まで認めると変更することは、①地域に貢献
してきた法人への配慮。②この条項がないと、どこから
でも応募が可能となり、逆に採算が合わないと突然の撤
退もあり得る。それに社協の窮状には人手不足がある。
せめて、地元の法人で直接姿の見える事業所に任せられ
る条件づくりこそ必要で、この改定案には反対する。

議案第32号　永平寺町デイサービスセンター条例の一部を改正する条例の制定について

反対討論 長岡千惠子

反対討論 金元　直栄

賛成討論 清水　紀人

賛成の立場から発言する。改正により制度の存続に有用
と考える。安定したデイサービスの提供を期して賛成す
る。

デイサービス運営の選定基準から社会福祉法人の条項を
削除することは、地域福祉を目的とする法人でなくても
良いこととなり、一般企業や今まで経験、実績のない団
体にも参入できることとなる。（全ての企業団体がダメ
とは言っていない）行政（町）の姿勢にも関わることで
あり、明記することが必要と考えるため反対の立場をと
る。

今回の条例改正で一番に考えるべきことはサービスを継
続させること。現在利用者がいるので、このサービスが
中断することはあってはならない。その可能性があるた
め、条例を改正するもので賛成する。

これまで町内の事業者で自己完結をしてきた町の姿勢の
重要性も十分に理解でき評価しますが、今後大事なの
は、町内外にかかわらず住民にとって「より良いノウハ
ウ」を持つ民間事業者や団体と共に10年先、20年先も
住民サービスを維持できる体制を模索していくことだと
考えます。

賛成討論 森山　　充

反対討論 上田　　誠

賛成討論 滝波登喜男

賛成討論 楠　　圭介

この条例の改定は、温泉施設の入浴料金の値上げに関す
るもので、現行の入浴料金より条例内で示されている額
が相当高くなっていることから反対する。

議案第33号 　健康福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

反対討論 金元　直栄

賛成の立場から発言する。施設の存続と安定した運営に
有用と考え賛成する。

賛成討論 森山　　充

用語解説

温暖化防止への施策：地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を減らす取り組みのこと。

指定管理者制度：地方公共団体が所有する施設の管理・運営を、民間事業者やNPO法人などに委託できる制度。
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町民に必要な予算のあることは認める。この
予算案に反対する第①は、子どもの居場所づ
くり、学校を拒否した子らの居場所づくりは
教育委員会の仕事だと思うが、いきなり民間
でとなった。これまでの議会からの提起に応
えるものではなかった｡十分な論議さえな
かったように思うが､いきなりとは。②志比
南小、吉野小での人手不足からの複式学級の
実施と、学校給食の自校方式かセンター化の
方向、今年中に決めるとの説明もなかった。
③社協のデイサービスセンターの指定管理問
題、人手不足が大きな原因にもなっている。
社協職員の処遇改善への支援が見られない。
④女子トイレの数の確保問題。公共施設のト
イレ改修の際の第1課題だが、その方向も見
えない。⑤保育士の衣服貸与の問題。今まで
気がつかなかったのはどうしてか。等の理由
で反対する。

議案第34号　令和８年度一般会計補正予算について

反対討論 金元　直栄

補正予算に賛成する。
当初予算と合わせ、町のニーズを切れ目ない考え、充実したサー
ビスで一歩進んだ予算と認識する。

町民の生活に直結した予算であり、子育て保育費地域づくり、イ
ンフラ整備等評価できるが①北小利活用を考える会の活動は評価
するが､あくまでも再開に向けた施策であること②ボランティア支
援も補助というより体制作りの施策であること③子どもの居場所
づくり（子育て支援の支援）は評価するが学校教育としての一人
も残さない施策も必要と考える点から今後の展望を思い反対の立
場をとる｡

賛成の立場から発言する。この予算の早期成立が住民に利すると
考える。速やかな予算執行を期して賛成する。

賛成討論 森山　　充

賛成討論 清水　紀人

反対討論 上田　　誠

◎給食
最大の課題は調理員不足。施設面では、老朽化と調理室の狭隘化が顕著。調理員の心理的・
身体的負担を増大させている。美味しい給食の提供を維持するため、作業環境の改善や人員
確保、地産地消の体制構築。これら山積する課題解決の検討が求められる。

◎幼保
町は、「人を増やす」と「負担を減らす」で維持に努めている。
しかし、保育士を目指す若者が減少し供給基盤が縮小している。県は奨学金返還支援や住宅
支援などの誘因策に加え、大学・短大との連携強化を行っているが解消には至っていない。
今後は、更なる戦略的な人材確保や潜在保育士の復職支援を含む総合的な計画づくりに加
え、町全体の将来像を見据えた持続可能な保育体制の検討が求められる。

町内会・自治体の役員の担い手不足
町内会・自治体は高齢化による役員の担い手不
足や、加入率の低下により全国的に存続の危機
に直面している。共助の要でもある地域コミュ
ニティをどのように維持していくのか。

地域の拠点の再設計が必要
これまでの地域の拠点は、学校・公民館だった
が、世代を超えて人が集まる拠点の再設計、再
構築が必要。

組織の弱体化
地域の旗振り役、活性化組織が弱体化してきて
いる。国は地域運営組織の立ち上げを2015年
頃から推奨し、全国では成功している自治会・
町内会も存在するが永平寺町では、まだまだこ
れから。

委員会レポート

現地視察、意見交換、先進地視察をし年間テーマ報告
教 育
民 生
常任委員会

磨き上げた観光資源を見てきました
総 務
産 業
建 設
常任委員会

　総務産業建設常任委員会では、古墳と気球を活かした観光施設の先進地視
察として、大阪府堺市を訪れました。
　堺市にあり世界遺産の一部である仁徳天皇陵古墳は人気のある観光地です
が、地上から古墳を見ると森にしか見
えません。そこで高所から見れば形が

分かり、観光資源としてより魅力が増すと考えたそ
うです。
　実際気球で上がった地上100mからの眺めは素晴
らしいようで、遠く東は大阪の高層ビル群から西は
瀬戸内海の方まで昼夜問わず楽しめるとのことでし
た。我々も搭乗して眺めを堪能する予定でしたが、
天候不良により施設を見学するにとどまりました。
我が永平寺町に応用するにしても、この悪天候が
ネックになりそうだとも考えられました。
　永平寺町にある古墳群も山中にあり、姿形を一望
するのも困難で観光資源としての活用は現状困難か
もしれませんが、何か一工夫する必要性がありそう
です。

委員会レポート

■高齢者福祉と社会福祉協議会への委託福祉事業
①永平寺町社会福祉協議会は、令和７年度にコンサルを依頼して経営および
　運営について改善計画を作成したので、議会の改選までに懇談会を開催し
　たい。
②町事業の配食サービスは、独居高齢者宅や老々世帯を訪問する絶好のチャ
　ンスである。生活状況を把握することで高齢者と密接な関係を築くことも
　可能となることから、町職員もボランティアと共に経験してもらいたい。
③社会福祉士等の有資格者を採用することは即戦力ではあるが、庁内の福祉
　に対する意識を向上させるには、福祉関連の資格取得を促進し、人材育成
　が必要。

■給食、幼保の現状

■地域の担い手不足
変革を迫られる地域
コミュニティ。住民
が自分達の地域を盛
り上げよう、良くし
ようと自ら立ち上が
るためのキッカケを

誰がどのように演出するのか。
期待される今後の展望として、新設
された地域づくり応援課が、地域住
民とのパイプ役として機能。各地域
にある振興会や連絡協議会などの組
織が、地域の旗振り役として機能。
まちづくり会社やスポーツ協会など
第三セクターが新しい地域の特色を
作れるか。民間事業者の進出を役場
と地域が一体となって応援できる
か。
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森山　　充　•―――――――――――――――
◇地域づくり応援課について
◇イベントの効果について

中村勘太郎　•―――――――――――――――
◇学校給食の課題はどうする

齋藤　則男　•―――――――――――――――
◇4期目の町長に望むこと
◇上志比特産ニンニクの焼き肉のたれは今どこに

楠　　圭介　•―――――――――――――――
◇永平寺町観光地経営戦略について
◇自転車に関する交通ルール

長岡千惠子　•―――――――――――――――
◇介護用品支給事業の内容変更とは
◇自宅介護者への支援充実を
◇成年後見制度利用の現状は

川崎　直文　•―――――――――――――――
◇地域資源を活用した安定雇用の創出は
◇特色ある地域の稼げる農業を推進は

清水　紀人　•―――――――――――――――
◇新たな防災気象情報の運用について
◇電子回覧板からＤＸ推進について
◇国内外の情勢不安定化による影響について

上田　　誠　•―――――――――――――――
◇「総合的な学習（探究）の時間」の現状は
◇急がれる高齢者対策、当町では

金元　直栄　•―――――――――――――――
◇奨学金及び教育ローンの利子に補助を
◇国の食糧法改正のねらいは
◇子ども子育て支援の負担が公的医療保険から徴収されるがこれで子育ての何が変わるのか

松川　正樹　•―――――――――――――――
◇松岡藩の歴史的魅力は満載
◇えい坊館は松岡藩魅力発信の拠点ではなかったのか
◇東古市のレンガ館はずっとあのままですか
◇東古市の元健康も手をつけられていません
◇志比北小学校施設の利活用を考える会を終えて
◇自動走行断念とのニュースが走ったが
◇何らかの自転車専用道路をつくる気持はありませんか

滝波登喜男　•―――――――――――――――
◇自治会運営への支援
◇前例のない災害への対応
◇外部の風を吹き込み課題解決を

清水　憲一　•―――――――――――――――
◇志比北小学校を核とした、志比北地区の今後の地域づくりビジョンについて
◇住民（特に学生）が日常利用する道路に防犯灯の設置を

一般質問議事録は
こちらから
←

議会行財政改革特別委員会レポート

合併20周年検証プロジェクト会議

議会モニターについて

　委員長（楠）と議員年数の長い６名の議員とで町村合併前に制定された「新町まちづくり計画」の施策
を振り返り、20年前の構想が現在どうなったのかを各担当課より説明を受けました。

議会モニター推薦団体名

農業委員会 商工会 PTA連合会

男女共同参画推進ネットワーク

変化の激しい現在のような時代では、今日の常識が数年後

には古くなることも珍しくありません。だからこそ大切な

のは住民の声や社会の変化に応じて柔軟に見直していく姿

勢です。今回の計画検証会議では、未来を見据える視点と

変化に素早く対応する行動力こそが、これからの行政に求

められると改めて強く感じました。
【令和３年３月変更】

計画は守るものではなく、時代に合わせて育てるもの計画は守るものではなく、時代に合わせて育てるもの

　町と関係のある複数の団体に依頼し、４団体７名から承諾を
いただき、7月9日（木）に委嘱式が行われました。

令
和
８
年
度
　
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
年
間
業
務

令
和
８
年
度
　
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
年
間
業
務

（１）会議を傍聴し、当該会議の運営に関する意見等を提出していただきます。
　　　★議会（委員会）を年１回以上、傍聴またはケーブルテレビの中継・録画、一般質問の
　　　　ユーチューブ配信をご視聴の上、感想・意見・提案を寄せていただきます。
　　　★提出については、持参、郵送、FAX、電子メール等でお願いします。

（２）「永平寺町議会だより」「永平寺町議会ホームページ」「議会SNS（フェイスブック等）」など
　　　に関する感想・意見・提案を文書・電子メール等により提出していただきます。

（３）議長が依頼した場合には、町議会の運営に関する調査事項に回答していただきます。
　　　★「議会と語ろう会」「意見交換会」に出席の上、その運営方法などについて意見・提言をいた
　　　　だきます。
　　　★議会の改革・活性化策などについて、意見・提案をいただきます。

（４）その他議長が必要と認めたこと。
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昨
年
４
月

に
新
設
さ
れ
た
地

域
づ
く
り
応
援
課
の
活
動
内
容

は
。

地
域
づ
く
り
応
援
課
長
　
令
和
７
年
度
は
支
所
窓
口

業
務
、
地
区
振
興
会
等
の
各
種
団
体
支
援
、
部
活
動

地
域
移
行
に
伴
う
合
同
部
活
動
の
移
動
支
援
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
地
域
の
課
題
を
各
課
へ
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
８
年
度
か
ら
は
加
え

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
人
手
不
足
に
対
応

す
る
た
め
に
、
委
託
し
て
い
た
除
草
業
務
の
一
部
を

行
な
っ
て
い
る
。
地
域
や
団
体
の
方
と
接
し
て
い
く

中
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
し
、
町
政
に

つ
げ
て
い
き
た
い
。

町
の
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
実
績
、
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
の
効
果
と
は
。

商
工
観
光
課
長
　
町
内
外
か
ら
の
人
を
呼
び
込
め
る

よ
う
な
観
光
誘
客
事
業
、
町
へ
の
交
流
人
口
、
関
係

人
口
の
増
加
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て

補
助
し
て
お
り
、
令
和

７
年
度
は
５
団
体
に
補

助
を
行
な
っ
た
。
団
体
の
方
で
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
次
年
度

以
降
の
開
催
に
備
え
て
い
る
。

町
長
　
人
と
人
と
の
コ
ニ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
な
が
り
が
化
学

反
応
し
、
新
た
な
振
興
で
あ
っ
た
り
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
大
事
な
こ
と
と
考
え
て

い
る
。 森

山 

充
議
員

森
山 

充
議
員

地域づくり応援課の業務について
問問

既
成
概

念
や
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
小
さ
な
町
が
、
国
や

県
を
動
か
す
よ
う
な
大
き
な
独
自
の
事
業

や
施
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
望
む
。

　
国
や
、
県
の
顔
色
を
う
か
が
う
の
も
大
事
な
こ
と

だ
が
、
受
け
身
や
待
っ
て
い
る
町
政
で
な
く
、
攻
め

の
町
政
は
。

　
ま
た
、
や
る
気
の
あ
る
職
員
の
登
用
や
職
員
の
ア

イ
デ
ア
を
採
用
し
実
行
す
る
。
そ
し
て
失
敗
を
恐
れ

ず
常
に
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
る
。
部
下

が
失
敗
し
て
も
、
責
任
を
取
ら
せ
な
い
。
信
頼
す
る

こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
発
想
の
転
換
。
逆
も
ま
た
真
な
り
。
こ

れ
ま
で
の
あ
り
き
た
り
の
流
れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

い
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
民
み
ん
な
を
巻
き
込
ん
だ
「
あ
っ
」
と
驚
く
施
策
の
展
開

を
期
待
す
る
。

町
長
　
物
価
高
、
中
東
問
題
、
少
子
高
齢
化
、
住
民
が
不
安
の

中
、
そ
こ
に
力
点
を
置
い
て
、
予
算
を
組
ん
だ
。

　
観
光
や
地
方
創
生
、
国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
各
種
省

庁
の
事
例
を
調
べ
補
助
を
受
け
、

住
民
が
安
心
し
て
安
全
に
不
安
な

く
生
活
で
き
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。

　
そ
し
て
、
若
い
職
員
の
活
躍
の

場
、
発
言
の
場
を
し
っ
か
り
持
っ

て
い
き
た
い
。

4期目の町政に望むこと
問

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

小
中
学
校
で
の
給
食
調
理
員
の
不
足
及
び
給
食
施
設
面
で

の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
、
狭
隘
化
に
よ
る

作
業
環
境
の
課
題
は
。

学
校
教
育
課
長
　
こ
れ
ま
で
も
調
理
員
の
募
集
で
採
用
し
て
き

た
が
、
確
保
は
困
難
な
状
況
。
原
因
は
、
業
務
の
イ
メ
ー
ジ
と

か
身
体
の
負
担
が
多
い
。
引
き
続
き
、
調
理
現
場
の
環
境
改
善

に
努
め
る
。

町
長
　
抜
本
的
に
し
っ
か
り
雇
用
の
面
、
衛
生
管
理
の
面
、
地

産
地
消
の
面
、
い
ろ
い
ろ
な
面
を
勘
案
し
た
い
。

今
の
子
ど
も
達
に
、
将
来
大
き
な
財
政
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
保
護
者
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
自
校
方
式
か
セ
ン

タ
ー
方
式
か
町
独
自
の
愛
の
あ
る
給
食
を
提
供
す
る
の
が
大
事

だ
と
思
う
。町

長
　
今
年
度
中
に
、

教
育
委
員
会
が
し
っ
か

り
現
場
に
入
り
方
向
性

を
示
す
。
ま
た
、
食
育

推
進
委
員
会
か
ら
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を

進
め
る
意
見
も
あ
る
。

議
会
も
特
別
委
員
会
を

設
立
し
て
、
建
設
的
な

意
見
を
願
う
。

給
食
施
設
の
整
備
に
は
、
少
子
化
に
よ
る
小
中

学
校
の
統
合
の
大
き
な
課
題
が
重
な
る
。
町
全

体
の
動
向
を
踏
ま
え
て
議
論
を
進
め
た
い
が
。

教
育
長
　
給
食
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
い
ま
一
度
整

理
を
し
直
し
、
議
員
と
意
見
交
換
を
重
ね
、
今
年

度
方
向
性
を
出
す
。

問問

問

学校給食の課題はどうする

松岡公民館まつり＆きらめきステージ

調理員との意見交換会

議会の状況

齋
藤 

則
男
議
員

齋
藤 

則
男
議
員

中
村
勘
太
郎
議
員

中
村
勘
太
郎
議
員

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

町
が
行
う
観
光
事
業
は
、
そ
の
も
の
を
肥
大
化
す
る
こ
と

が
目
的
で
な
く
、
《
自
分
達
の
生
活
の
何
に
繋
が
っ
て
い

る
の
か
》
《
地
域
が
豊
か
に
な
っ
た
の
か
》
を
住
民
が
実
感
す

る
こ
と
が
成
果
の
物
差
し
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
行
政
の
認

識
は
。

商
工
観
光
課
長
　
人
口
が
１
人
減
少
す
る
と
１
３
９
万
円
の
消

費
が
地
域
か
ら
失
わ
れ
る
と
観
光
庁
が
発
表
し
て
お
り
、
１
３

９
万
円
の
消
費
を
取
り
戻
す
に
は
外
国
人
観
光
客
６
人
分
、
宿

泊
を
伴
う
国
内
観
光
客
20
人
分
、
日
帰
り
観
光
客
71
人
分
相
当

が
必
要
。
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
で
地
域
の
所
得
が

増
え
、
そ
れ
が
地
域
へ
の
還
元
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

住
民
へ
の
還
元
で
の
部
分
で
、
な
か
な
か
住
民

に
取
り
組
み
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
が
行
政
の
認
識
は
。

町
長
　
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
り
き
れ
て
い
な
い
現

状
は
あ
る
。
役
場
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
を

通
じ
て
今
後
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
こ
れ
か
ら
も
理

解
と
信
頼
を
得
て
い
き
た
い
。

永平寺町観光地経営戦略について 問

問

「
第
二
次
永
平
寺
町
農
業
基
本
計
画
（
令
和
７
年
３
月 

策
定
）
」
に
あ
る
具
体
的
な
戦
略
の
「
特
色
あ
る
地
域
の

稼
げ
る
農
業
を
推
進
」
の
取
り
組
み
状
況
は
。

農
林
課
長
・
町
内
産
の
い
ち
ほ
ま
れ
は
主
に
関
東
圏
で
取
引
を

さ
れ
て
お
り
今
後
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
に
向
け
、
県
と
連
携
し

Ｐ
Ｒ
活
動
を
引
き
続
き
継
続
す
る
。

　
生
産
者
、
町
、
県
、
Ｊ
Ａ
か
ら
な
る
「
い
ち
ほ
ま
れ
の
里
推

進
協
議
会
」
が
品
質
向
上
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組

む
。

・
酒
米
で
は
永
平
寺
テ
ロ
ワ
ー
ル
推
進
協
議
会
が
県

の
協
力
を
受
け
、
品
質
向
上
や
収
量
増
に
取
り
組

む
。

　
酒
造
好
適
米
の
安
定
生
産
支
援
事
業
（
温
暖
化
に

対
応
し
た
技
術
導
入
に
か
か
る
費
用
を
支
援
）
で
酒

米
作
付
を
推
進
す
る
。

・
土
地
利
用
型
作
物
の
小
麦
は
、
品
質
、
作
業
性
の

改
善
で
「
福
井
県
大
３
号
」
か
ら
「
夏
黄
金
」
へ
の

移
行
を
県
、
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
進
め
る
。

　
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
町
内
各
地
で
の
試
験

栽
培
で
生
育
、
収
量
を
確
認
し
移
行
す

る
。

問

介
護
用
品

支
給
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
①
介
護
認
定
区
分
　
②
１
ヶ

月
間
の
介
護
用
品
の
購
入
金
額
　
③
課
税
、
非
課
税

の
区
分
　
④
購
入
し
て
い
る
お
む
つ
の
種
類
。
結

果
、
利
用
者
の
７

割
が
、
要
介
護
１

か
ら
５
の
認
定
者

で
、
介
護
度
が
高

く
な
る
ほ
ど
１
ヶ

月
当
た
り
の
購
入

金
額
が
高
い
。
非

課
税
世
帯
の
利
用

が
３
割
。介護

用
品
の
支
給
金
額
が
75
歳
以
上
と
要
支

援
１
、
２
は
月
額
千
円
。
要
介
護
１
、
２
は

月
額
二
千
円
。
要
介
護
３
、
４
、
５
は
三
千
円
。
こ

れ
以
外
に
漏
れ
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
介
護
度
の
高
い
人
の
負
担
率
が
高

い
の
で
改
善
し
た
。
支
援
に
漏
れ
は
な
い
。

お
む
つ
の
価
格
を
考
慮
す
る
と
、
今
ま
で
二
千
円
の
支
援

な
の
で
、
最
低
額
は
二
千
円
で
、
そ
の
上
で
介
護
度
の
高

い
人
に
は
手
厚
い
支
援
。
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
。
高
齢
者
へ

の
支
援
拡
充
を
願
う
。

町
長
　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
へ
。
が
基
本
な
の
で
、

介
護
度
の
高
い
方
へ
サ
ー
ビ
ス
拡
大
し
た
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

落
と
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
次
に
繋
げ
、
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
の
改
正
。

介護用品支給事業の改正内容は

特色ある地域の稼げる農業の推進は

問問

問

川
崎 

直
文
議
員

川
崎 

直
文
議
員

介護用品支給対応のおむつ

楠 

圭
介
議
員

楠 

圭
介
議
員

長
岡
千
惠
子
議
員

長
岡
千
惠
子
議
員

永平寺町観光地
経営戦略

令和７年11月に
AKOOMEYA TOKYO
in la kagūにおいて
「永平寺町産いちほまれ」
のPR販売
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地
域
経
済
対
策

と
し
て
、
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ

る
影
響
は
自
治
体
単
独
で
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
。

町
民
生
活
と
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
危
機
管
理
を
考
え
る

か
。

契
約
管
財
課
長
　
今
ま
で
も
で
き
る
限
り
町
内
事
業

者
へ
の
発
注
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
的

確
な
情
報
収
集
に
つ
と
め
、
状
況
に
応
じ
て
分
割
発

注
な
ど
、
町
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に
努
め

る
。

商
工
観
光
課
長
　
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
て
は
、
主

に
制
度
融
資
、
金
融
機
関
や
商
工
会
と
の
情
報
交
換

を
密
に
行
い
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
制
度
融

資
拡
充
と
充
実
に
努
め
る
。

町
長
　
今
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
臨
機

応
変
に
、
議
会
に
も
一
つ
一
つ
相
談
す
る
形
に
な

る
。

長
期
金
利

が
一
気
に
上
昇
し
、住

宅
ロ
ー
ン
や
奨
学
金
、教
育
ロ
ー
ン
の

返
済
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。今
こ
そ
利
子

へ
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
教
育
資
金
の
支
援
給
付
は
利
用
者
が

少
な
い
た
め
、新
規
受
付
は
昨
年
終
了
し
た
。一
方
で
奨
学

金
は
大
学
生
２
人
に
１
人
は
利
用
し
て
い
る
。現
在
は
え

い
住
支
援
課
が
Ｕ
タ
ー
ン・定
住・就
業
を
条
件
と
し
た
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
へ
移
行
し
て
充
実
さ
せ
て
い
る
。

町
長
　
金
利
も
上
が
っ
て
支
援
の
必
要
な
世
帯
へ
は
検

討
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
く
。

国
の
食
糧
法
改
定
の
狙
い
は

政
府
は
食
糧
法
の
改
定
案
を
示
し
て
い
る
が
、

内
容
は
米
の
価
格
の
安
定
を
目
的
か
ら
外
し
、

米
価
が
ど
う
な
っ
て
も
国
の
責
任
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。昨
年

の
米
不
足
と
高
騰
の
責
任
も
誰
も
取
っ
て
は
い
な
い
。

農
林
課
長
　
内
容
は
３
つ
の
柱
が
あ
り
①
生
産
調
整
に
関
す
る
規
定
の

削
除
②
需
要
に
応
じ
た
生
産
③
米
の
備
蓄
は
民
間
備
蓄
の
制
度
化
と

な
っ
て
お
り
、動
向
を
注
視
し
た
い
。

町
長
　
食
糧
安
全
保
障
と
い
う
点
か
ら
も
十
分
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
の
拠
出
は

公
的
医
療
保
険
か
ら
、子
育
て
支
援
金
が
広
く
徴
収
さ
れ

て
い
る
が
、こ
れ
で
何
が
変
わ
る
の
か
。保
育
士
の
配
置
基

準
や
処
遇
改
善
は
ど
う
な
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
こ
の
支
援
金
は
財
源
の一つ
で
、社
会
全
体
で

子
育
て
の
仕
組
み
づ
く
り
が
目
的
。児
童
手
当
の
拡
充
、妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
や
、こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
。給
与
等
の
処

遇
は
、人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
実
施
。新
配
置
基
準
へ
の
対
応
も

進
め
て
い
る
。

世界情勢の影響と対策について
問

奨学金および教育ローン利子へ支援を
問問

問

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

探
究
的
な
学
び
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
動
き
で
、

自
ら
問
い
を
立
て
、
そ
れ
に
答
え
る
学
習
↓
生
徒
の
主
体

性
を
養
う
学
習
。
現
状
は
。

教
育
長
　
従
来
の
知
識
習
得
型
学
習
を
補
完
し
な
が
ら
、
学
び

に
対
す
る
主
体
性
を
持
た
せ
、
自
ら
課
題
の
設
定
↓
情
報
収
集

整
理
分
析
↓
ま
と
め
発
表
ま
で
の
学
習
を
目
的
と
す
る
。
小
学

校
低
学
年
は
体
験
を
通
し
興
味
関
心
↓
学
び
を
深
め
る
。
小
３

〜
中
学
で
は
、
ふ
る
さ
と
教
育
（
環
境
、
防
災
、
地
域
資
源
、

良
さ
、
生
活
、
課
題
な
ど
）
で
え
い
へ
い
じ
愛
を
育
む
教
育
を

地
域
と
連
携
し
生
き
る
力
を
養
う
学
習
を
実
践
し
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
長
　
教
科
で
も
課
題
を
持
つ
取
り
組
み

や
、
子
ど
も
達
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
探
究
活
動
で

き
る
よ
う
地
域
と
連
携
し
進
め
る
。

急
が
れ
る
高
齢
者
対
策
当
町
で
は

報
道
で
高
齢
者
数
の
ピ
ー
ク
は
２
０
４
０
年
。

介
護
職
員
57
万
人
不
足
↓
介
護
難
民
続
出
。
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
持
続
危
機
。
要
員
は
人
手
不
足
と

公
費
負
担
上
昇
。
県
内
認
知
症
高
齢
者
は
８
人
に
１

人
の
見
出
し
。
地
域
で
支
え
合
う
共
生
社
会
の
支
援

体
制
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
種
々
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
機
関
、
民

生
委
員
、
公
民
館
、
自
主
防
災
支
援
機
関
と
住
民
と

行
政
が
連
携
し
支
援
体
制
を
構
築
し
進
め
る
。

問

問問

総合的な学習（探求）の現状は上
田 

誠
議
員

上
田 

誠
議
員

金
元 

直
栄
議
員

金
元 

直
栄
議
員

清
水 

紀
人
議
員

清
水 

紀
人
議
員

もう一つの質問
防災気象情報から

永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問 永平寺町議会 一般質問

松
岡
藩
は
本
当
に
根
強
い
人
気
が
あ
る
。
ど
こ
か
ら
語
り

出
し
て
も
話
が
広
が
る
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
た
ら
、
松
尾
芭
蕉
の
自
筆
に
よ
る
手
紙

が
Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
何
で
も
鑑
定
団
」
に
出
て
き
た
。

し
か
も
、
そ
の
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
は
地
元
の
天
龍
寺
で
読
ま
れ

た
、
あ
の
「
物
書
き
て
扇
引
き
さ
く
余
波
哉
」
だ
っ
た
。
も
う

び
っ
く
り
仰
天
で
、
勿
論
、
本
物
！
８
０
０
万
円
の
鑑
定
。
こ

の
俳
句
の
ど
こ
の
語
句
に
着
目
し
て
も
盛
り
上
が

る
。
も
う
一
回
「
物
書
き
て
」
に
注
目
し
直
し
て
も

良
い
。

　
南
先
生
の
「
松
岡
藩
シ
リ
ー
ズ
」
の
講
演
も
中
身

が
濃
く
、
住
民
も
今
一
度
、
あ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
今
回
、
第
一
回
永
平
寺
町
文
化
財
特
別
講
座
を
銘

打
っ
た
松
岡
藩
の
成
り
立
ち
か
ら
廃
藩
ま
で
。
生
涯

学
習
課
長
、
住
民
を
代
表
し
て
意
気
込
み
を
表
明
し

て
ほ
し
い
。

生
涯
学
習
課
長

　
今
回
の
松
岡

藩
の
講
座
も
町

民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

松
岡
十
二
曲
り

は
沿
線
の
有
志

の
方
々
の
取
り

組
み
で
、
風
情

あ
る
街
道
を
ま

ち
歩
き
す
る

方
々
が
内
外
か
ら
訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を

願
っ
て
い
る
。

松岡藩の超人気にもっとスポットを 問

町
内
会

が
今
大
変
だ
。
住

民
の
減
少
や
高
齢
化
で
役
員
の
担

い
手
不
足
。
町
内
会
に
加
入
し
な
い
な

ど
、
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
昨
年
の
議
会
と

語
ろ
う
会
で
あ
る
区
長
が
、
区
民
が
減
少
し
残
さ
れ

た
者
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
訴
え
て
い
た
。
行
政
が

届
か
な
い
生
活
課
題
を
共
助
で
補
う
町
内
会
を
、
行

政
が
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
区
長
か
ら
「
10
年
後
に
は
区
と
区
の
合
併
が

必
要
だ
」
「
役
員
を
広
域
で
き
な
い
か
」
な
ど
の
意

見
を
聞
く
。
町
内
会
に
依
頼
し
て
い
る
多
く
の
役
職

に
つ
い
て
見
直
す
よ
う
各
課
に
指
示
し
て
い
る
。

町
内
会
の
実
態
を
調
査
し
、
自
治
体
の
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

町
長
　
近
い
う
ち
に
実
態
を
把
握
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
今
後
の
方
向
性
を
探
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
。

災
害
関
連
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

災
害
関
連
死
は
、
能
発
地
震
で
も
死
者
の
６
割
と
言
わ

れ
て
い
る
。
災
害
関
連
死
を
ゼ
ロ
に
す
る
取
り
組
み
が

重
要
で
、
避
難
所
で
快
適
か
つ
長
期
間
過
ご
せ
る
こ
と
が
、
命

を
守
る
こ
と
に
な
る
。
ト
イ
レ
や
ベ
ッ
ド
な
ど
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
が
。

町
長
　
新
し
い
災
害
グ
ッ
ズ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
て
、
計
画

的
に
備
え
て
い
る
。
た
だ
、
自
分
が
生
き
る
た
め
の
自
助
と
自

治
会
な
ど
助
け
合
い
の
共
助
が
大
事
で
、
防
災
訓
練
を
通
し
て

住
民
の
意
識
向
上
に
努
め
る
。

町内会運営への支援を
問問

問

松
川 

正
樹
議
員

松
川 

正
樹
議
員

滝
波
登
喜
男
議
員

滝
波
登
喜
男
議
員

松尾芭蕉の俳句

休
校
状
態
か
ら
再
開
校
す
る
た
め
の
基
準
は
。

学
校
教
育
課
長
　
統
廃
合
基
準
で
あ
る
１
学
年
３
人
が

複
数
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

現
在
の
志
比
北
小
学
校
区
の
幼
児
数
は
。

学
校
教
育
課
長
　
０
歳
児
３
人
、
１
歳
児
２

人
、
２
歳
児
１
人
、
３
歳
児
２
人
、
４
歳
児
３
人
、

５
歳
児
１
人
。
こ
れ

か
ら
も
続
く
と
考
え

る
。

「
廃
校
は
終

わ
り
で
な
く

始
ま
り
」
廃
校
に
し

て
、
民
間
の
力
を

使
っ
て
地
域
振
興
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
　
休
校
と
い
う

大
前
提
に
従
い
、

町
、
各
種
団
体
、
地

域
の
方
々
が
一
体
と

な
っ
て
進
行
策
を

打
っ
て
い
く
。

通
学
路
に
お
け
る
防
犯
灯
の
設
置
を

田
ん
ぼ
中
の
道
路
に
は
地
区
単
位
で
の
要
望
、

光
害
の
影
響
等
、
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
。

防
災
安
全
課
長
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

影
響
が
出
る
と
の
こ
と
。
農
産
物
へ
の
害
を
抑
え
る

た
め
、
あ
る
程
度
角
度
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

設
置
に
つ
い
て
は
要
望
に
沿
っ
た
形
で
検
討
す

る
。

問

問問問

志比北地区の今後の地域づくりビジョンは清
水 

憲
一
議
員

清
水 

憲
一
議
員

―ビジョンの基本理念―

人口減少社会において、学校施設を地域の資源として活かし、
人の力をつなぎながら、未来へとつながる価値を生み出すことを目指します。

休校中の利用の考え方と
将来のあり方を見据えた活用の考え方を
地域で共有するための利活用ビジョン

学び・体験の拠点
交流・関係人口の拠点

地域の活力・持続性を支える拠点

1
作成：志比北小学校施設の利活用を考える会

防災・安心の拠点

令和８年３月作成
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議会日程や議事録が閲覧できます。

９月１日（火）
開催予定 役場本庁舎3階までお上がりください。

エレベーターもございます。事前申込不要!

議場で傍聴できます。ぜひお越しください!

議会HP

次回定例会は

　表紙が「永平寺町議会だより　みての」に変わった第60号（令和２年10月16日発行）に“今号から
議会だよりの表紙のテーマが変わりました。議会と皆さんの心を近づける議会だよりを目指しており
ます。”とあります。さらに“議会と皆さんの心を近づける議会だより”に取り組みます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(川崎　記)

令和８年６月定例議会のケーブルテレビでの再放送日程は、８月28日（金）から２週間ほど、毎日朝
６時からの2時間と24時からの２時間、同一内容を放送致します。放送内容は会議日程の順番に沿って
毎日変わります。議会生中継をご覧になれなかった方、興味のある方は是非ご覧ください。

えい坊
チャンネル
えい坊
チャンネル

福井ケーブルTV

６月議会 再放送日程

８月28日（金）～約２週間ほど　毎日放送

毎朝6：00～　夜24：00～ 約2時間番組

議会活動レポート
ＨＰです。
議会のいろんな活
動が見られます。

４年間


